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本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「わたしは平
へい

安
あん

を 
あなたがたに残

のこ

して行
い

く。 
わたしの平

へい

安
あん

をあなたがたに 
あたえる。」（ヨハネ 14：27）

ゲージは何
なに

も入
はい

っていない古
ふる

い
びんを見

み

つめ，手
て

に持
も

ってうら
返
がえ

しました。それはくすんだ緑
みどり

色
いろ

をし
た小

ちい

さなびんで，びんの口
くち

にはコルク
がはめられていました。ゲージのバプ
テスマの後

あと

，ラッセルおじいちゃんが
くれたものでした。
「これはいったい何

なん

なの。」  ゲージ
が聞

き

きました。「びんなのは分
わ

かるけ
ど……何

なに

も入
はい

っていないし。」
「おや，いっぱい入

はい

っているよ」と 

おじいちゃんが言
い

いました。
ゲージはびんをふってみました。

「でも，ぼくには空
から

に見
み

えるけどな。」
おじいちゃんが笑

わら

いながら，コルク
を外

はず

すと，小
ちい

さなびんをゲージの耳
みみ

の
近
ちか

くによせました。「聞
き

こえるかい？」
おじいちゃんがささやきました。
「聞

き

こえるって何
なに

が？」  ゲージもさ
さやき返

かえ

しました。
おじいちゃんはにっこりして言

い

いまし
た。「静

しず

けさだよ。」  それから，コルク
をはめ直

なお

しました。「今
いま

の世
よ

の中
なか

で， 
静
しず

けさをさがすのはかなりむずかしいこ
となんだよ。まるで薬

くすり

のようで，その
1てき1てきは金

きん

のように貴
き

重
ちょう

なんだ。」

ゲージはありがとうを言
い

って､ おじ
いちゃんからもらった変

へん

なおくり物
もの

を
家
いえ

に持
も

って帰
かえ

りました。でも，そのこ
とについてあまり考

かんが

えませんでした。
2 ，3 週

しゅう

間
かん

後
ご

，ビンスおじさんがな
くなりました。お葬

そう

式
しき

の後
あと

，たくさん
の親

しん

戚
せき

の人
ひと

がゲージの家
いえ

の居
い

間
ま

に集
あつ

まり，話
はな

していました。ゲージはそこ
をぬけ出

だ

すと自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

に行
い

き，ド
アをしめました。１階

かい

からは，お父
とう

さ
んやお母

かあ

さんや親
しん

戚
せき

の人
ひと

たちが静
しず

か
に話

はな

す声
こえ

が聞
き

こえます。
ゲージはつくえの上

うえ

にあった古
ふる

い
小
ちい

さなびんを見
み

て，手
て

にしました。両
りょう

手
て

で持
も

って，びんをいろんな角
かく

度
ど

から

おじいちゃんは，なぜゲージに 
何も入

はい

っていないびんを 
あげようとしたのでしょう。

静
し ず

けさが
つまった
小
ち い

さなびん
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こ
ど
も

イ
ラ
ス
ト
／
ベ
ッ
カ
・
フ
ェ
ー
ル
バ
ー
グ

ながめました。おじいちゃんが，静
しず

け
さは薬

くすり

のようなものだと言
い

っていたこ
とを思

おも

い出
だ

しました。ゲージは，ビン
スおじさんのお葬

そう

式
しき

の後
あと

，平
へい

安
あん

となぐ
さめを見

み

いだす必
ひつ

要
よう

がありました。
ゲージはコルクを外

はず

すと，自
じ

分
ぶん

の頭
あたま

の上
うえ

で下
した

向
む

きにして，静
しず

けさを少
すこ

しだ
け出

だ

してみるふりをしてみました。
ゲージはびんの中に本

ほん

当
とう

に静
しず

けさが
つまっているわけではないと知

し

ってい
ました。でも，自

じ

分
ぶん

には神
かみ

様
さま

を近
ちか

く
に感

かん

じる静
しず

かな時
じ

間
かん

が必
ひつ

要
よう

だという
ことは知

し

っていました。
なみだがこみ上

あ

げてくるのを感
かん

じま
した。ビンスおじさんは，もうそこに

はいないのです。おじさんのおかし
な冗

じょう

談
だん

も聞
き

けないし，一
いっ

緒
しょ

にレスリン
グをすることもできないのです。おじ
さんがもういないことを考

かんが

えると，
ゲージの心

こころ

はいたみました。
そのとき，静

しず

けさの中
なか

で，ゲージは
心

こころ

の中
なか

に何
なに

か温
あたた

かいものを感
かん

じ，いた
みが和

やわ

らぐのを感
かん

じました。ビンスお
じさんは永

えい

遠
えん

にいなくなってしまった
わけではなく，ただ次

つぎ

の世
よ

に行
い

っただ
けだということを思

おも

い出
だ

したのです。
イエス・キリストと救

すく

いの計
けい

画
かく

によっ
て，全

すべ

ての人
ひと

が永
えい

遠
えん

に生
い

きるのです。
ゲージは，いつかビンスおじさんにも
う一

いち

度
ど

会
あ

えることを知
し

っていました。

両
りょう

手
て

でびんを持
も

ちながら，心
こころ

が平
へい

安
あん

な気
き

持
も

ちに満
み

たされるのを感
かん

じま
した。それはびんのおかげというわ
けではなく，聖

せい

霊
れい

によるものだと知
し

っ
ていました。びんはただ，静

しず

かになる
ことで聖

せい

霊
れい

を感
かん

じられることを思
おも

い
出
だ

させてくれたのです。ゲージはコル
クをはめ，びんを置

お

きました。
そして，家

か

族
ぞく

や親
しん

戚
せき

のいる部
へ

屋
や

に 
もどりました。自

じ

分
ぶん

の静
しず

かな部
へ

屋
や

を
出
で

てからも，心
こころ

の中
なか

に聖
せい

霊
れい

からの平
へい

安
あん

となぐさめを持
も

ち続
つづ

けることができ
ました。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。


